
　13．学生納入金（学費）・経済的支援について
⑴　学生納入金（学費）

⑵　奨学金制度

⑶　修学支援制度

⑷　資格特待生制度
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　学生納入金（学費）等は以下の通り。ただし、２年次以降については変更する場合がある。

入学金 授業料 教育充実費 施設設備費 卒業費 合　計

１年次 280,000円 750,000円 150,000円 230,000円 1,410,000円

２・３年次 750,000円 150,000円 230,000円 1,130,000円

４年次 750,000円 150,000円 230,000円 33,000円 1,163,000円

　入学金を除く納入金は、年額の２分の１ずつを前期（４月）及び後期（10月）の２期に分けて納入。（第１年次の前期分に
ついては、入学手続時に納入。）
　上記以外に、諸会費として、保護者会費を毎年前期（第１年次のみ後期）に10,000円、学生会費を第１年次後期に8,000円、
同窓会費を第４年次前期に30,000円、それぞれ各会より委託を受け、授業料等とともに代理徴収する。
　上記以外に、在学中、授業科目により、実習費等を徴収する場合がある。

　奨学金には、「日本学生支援機構奨学金」「都道府県等地方自治体育英奨学金」、並びに本学の「京都ノートルダム女子大学
支給奨学金」「京都ノートルダム女子大学特待生奨学金」「京都ノートルダム女子大学保護者会特別援助奨学金」「テレジアン
課外活動給付奨学金」「京都ノートルダム女子大学同窓会マリアンスカラシップ（通称・マリアンスカラシップ）」「マザーテ
レサゲルハルディンガー貸与奨学金（通称・テレジアンスカラシップ）」の他に、民間の「育英奨学財団の奨学金」があり募
集等の情報は学生課の掲示板に掲示する。
　※奨学金の希望者は、学生課へ申出て出願すること。
　※奨学金制度には、給付（返還不要）と貸与があり、貸与の場合は卒業後定められた年数内に返還の義務がある。

１．日本学生支援機構奨学金　貸与
　人物・学業ともに優秀かつ健康であって、学費支弁が困難と認められ、奨学金の返還義務を認識している者について、本
人の願い出に基づき大学から推薦し、日本学生支援機構の選考を経て採用が決定した場合、奨学金の貸与を受けることがで
きる。奨学金の貸与終了後は、毎月決められた金額を必ず返還しなければならない。
　奨学生に採用されるためには、学業成績と家計状況に一定の基準があり、その基準に合致しなければならない。奨学金申
込者の、人物・健康・学力・家計について総合的に審査し、推薦基準を満たしている者の中から大学の選考委員会で選考し
推薦する。
①　奨学金の種類
　◦第一種（無利子）　　◦第一種緊急採用（無利子）
　◦第二種（有利子※）　◦第二種応急採用（有利子※）　　　　※利率は年３％が上限
②　奨学金の採用
　採用の種類は、第一種・第二種奨学金の「定期採用」、第一種奨学金の「緊急採用」、第二種奨学金の「応急採用」が
ある。原則的に「定期採用」は４月に募集がある。
　家計急変等のため緊急に奨学金が必要になった場合は、「緊急採用」・「応急採用」で年間を通じて出願することができ
る。（ただし、家計が急変してから12か月以内に申込む必要がある。）
③　貸与月額（貸与途中で月額は変更可能）

種　　類 貸　与　月　額

第一種奨学金
（無利子貸与）

自 宅 通 学 20,000円・30,000円・40,000円・54,000円から選択※

自宅外通学 20,000円・30,000円・40,000円・50,000円・64,000円から選択※

第二種奨学金（有利子貸与） 月額30,000円・50,000円・80,000円・100,000円・120,000円から選択

※20,000円、40,000円、50,000円は平成30年度入学者のみ選択可能

13－⑴　学生納入金（学費）

13－⑵　奨学金制度
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④　貸与期間
　採用になった年から、卒業までの正規最短就学期間（卒業予定月まで）。ただし、毎年本人から継続願が提出されない
場合は、奨学生の資格を失うことになる。また、奨学金が継続できるかどうかの可否は、日本学生支援機の規程に基づ
き大学において判断する。
⑤　新入生に対する注意事項
○  入学の前年度に第一種・第二種奨学生の「採用候補者」になった人は、入学と同時に「奨学生採用候補者決定通知」
を学生課に提出すること。提出しない場合は、奨学金は貸与されない。給付型奨学金採用候補者になった人は、入学
と同時に学生課に申し出ること。
○  高校時代に奨学金の貸与を受けていた場合は、４月中に「在学届」を学生課に提出すること。この手続きをすると、
大学の卒業まで奨学金の返還が猶予される。

⑥　返還
　日本学生支援機構から貸与された奨学金は、「返還誓約書」を提出し卒業後に必ず返還する義務がある。奨学金は、卒
業後６か月を経てから、最高20年以内に所定の方法（月賦又は月賦・半年賦）で必ず返さなければならない。

２．都道府県等地方自治体・民間育英団体等の奨学金
　募集時期、選考内容、奨学金の額などについては、大学に募集があり次第そのつど掲示する。また、各団体が独自に募集
する場合があるため、各都道府県・市区町村の教育委員会等に各自で問合せること。

３．本学独自の奨学金制度
⑴　京都ノートルダム女子大学支給奨学金　 給付 
　学業成績が優秀で家庭の経済的な理由により奨学金が特に必要と認められる学生に対して、学業の継続を援助するため
年間授業料の半額以内を給付する。募集時期は毎年７月。

⑵　京都ノートルダム女子大学特待生奨学金　 給付 
　前年度の修得単位数が卒業要件科目の合計標準単位数（31単位）を修得し、前年度のGPAが3.0以上であり、学業成績・
人物ともに優秀で他の学生の模範であると認められた学生を所属学部長が推薦し、就学意欲の向上を奨励するため10万円
の奨学金を給付する。選考は毎年６月。

⑶　京都ノートルダム女子大学保護者会特別援助奨学金　 給付 
　家計支持者の死亡、破産、失業、倒産などによる家計の急変のため、経済的に学業の継続が困難となった学生に対して、
20万円を上限に給付し、学費の一部に充当することができる。家計の急変事由が発生した月から６か月以内に申請し、奨
学金の給付は在学中に一回を原則とする。

⑷　テレジアン課外活動給付奨学金　 給付 
　本学の公認団体に所属し、熱意をもって課外活動を行い成果をあげている２年次生以上の学生に対して、20万円を上限
に給付し、学費の一部に充当することができる。奨学金の給付は在学中に一回を原則とする。募集時期は毎年７月から９月。

⑸　マリアンスカラシップ　 給付 
　４年次生を対象とし、学業成績・人物ともに優秀な学生で、家庭の経済事情悪化のため、修学の熱意があるにもかかわ
らず修学困難となった学生に対して、学業の継続を援助するために、年間授業料の半額以内を給付する。募集時期は、毎
年７月から９月。

⑹　テレジアンスカラシップ　 貸与（無利子） 
　家庭の経済事情が悪化のため修学の熱意があるにもかかわらず修学困難になった学生に対して、学業の継続を援助する
ために年間学費の半額以内を貸与する。募集時期は、毎年７月から９月。貸与された奨学金は、卒業後10年以内に年賦で
必ず返さなければならない。

＊短期貸付金
　学生の生活維持のため緊急に経済的援助を必要とする場合は、面接し事情を聴いた上で、小口の資金（３万円を限度）
を貸付ける。貸付金は３か月以内に返さなければならない。印鑑を持参して学生課に申出ること。

４．学内の問合せ窓口
学生課
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　各学部学科の特色あるカリキュラムでの学びを将来に活かしたいと希望する学生の修学を支援する目的で、授業料の半額
を減免する。現代人間学部心理学科は入学試験時に、その他の学科は２年次進級時に選考する。

１．人間文化学部 英語英文学科・人間文化学科
⑴　支援内容
　２年次、３年次、４年次の授業料半額減免
⑵　支援対象
　以下の免許・資格取得を希望する意思を表明し、将来当該資格・免許に関する職に就くことを目指す成績優秀な者。

対象学部学科 対象免許・資格 対象人数
人間文化学部共通 日本語教員資格 ３名程度

合計11名以内

英語英文学科 中学校・高等学校教諭
一種免許状（外国語（英語）） ３名程度

人間文化学科

中学校・高等学校教諭
一種免許状（国語）

５名程度図書館司書資格

博物館学芸員資格

⑶　選考方法及び継続
　２年次進級時に、１年次の成績（GPA）などにより選考する。なお、３年次、４年次の進級時に成績などによって修学
支援の見直しを行う。

２．現代人間学部 福祉生活デザイン学科
⑴　支援内容
　２年次、３年次、４年次の授業料半額減免
⑵　支援対象・選考方法及び継続
　以下の資格・免許取得を目指す者で、学科が定める成績や履修に関する条件を満たす者。

対象免許・資格 支援人数
中学校・高等学校教諭一種免許状（家庭）

入学者の１割以内社会福祉士受験資格
精神保健福祉士受験資格

⑶　選考方法及び継続
　応募者の合計が支援人数を超える場合は、１年次の成績により選考する。なお、３年次以降、各学年の進級時に、成績
などによって修学支援の見直しを行う。

３．現代人間学部 心理学科
⑴　支援内容
　４年間の授業料半額減免
⑵　支援対象
　10名以内
　次の要件を満たし、公募制推薦入学試験・一般入学試験・大学入試センター試験利用入学試験と同時に心理特待生にエ
ントリーした者のうち、入学試験の成績及び提出書類によって総合的に評価し認定した者
　心理学の学びを通じて、公認心理師、臨床心理士、社会調査士、認定心理士（心理調査）といった資格を取得し、将来
その資格を活かした職業に就くことを希望し、かつ、高校在学期間中（または、それに該当する期間）に以下の⒜～⒞の
いずれかの活動実績を有すること。
　⒜　継続的なボランティア活動での顕著な活躍。
　⒝　クラブ活動や生徒会などでのリーダー実績（部長、副部長、生徒会長、副会長など）。
　⒞　調査を用いたプロジェクトや探究学習、地域でのフィールドワーク等での顕著な活躍。

13－⑶　修学支援制度
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⑶　継続
　各年次の進級時に成績（GPA）などによって修学支援の見直しを行う。

４．現代人間学部 こども教育学科
⑴　支援内容
　２年次、３年次、４年次の授業料半額減免
⑵　支援対象
　以下の資格・免許のうち２つを取得することを目指す者で、将来それらの職に就くことを希望して、保育園（または児
童福祉施設）、幼稚園、小学校、特別支援学校等において、定期的にボランティアを行っている者。定期的なボランティア
とは、数日のみまたはイベントのみの単発的なボランティアではなく、週１回程度以上保育・教育の場面に関わるボラン
ティアを指す。

対象免許・資格 支援人数
保育士資格

幼稚園教諭一種免許状
小学校教諭一種免許状

特別支援学校教諭一種免許
から２つ

入学者の１割以内

⑶　選考方法及び継続
　２年次進級時に、１年次の成績（GPA）、ボランティア実績、個人面談などにより選考する。なお、３年次以降、各年
次の進級時に、成績・ボランティア実績等によって修学支援の見直しを行う。

［注意事項］
①　  「資格特待生制度」及び、入学金や入学初年度の授業料などが免除になる「特待生・特別特待生」（一般入学試験・セン
ター試験利用入試で選抜されるもの）と重複して受けることはできない。

②　英語英文学科のグローバル英語コース留学奨学金等留学に係わる奨学金等を重複して受けることはできない。
③　その他、学内の奨学金を重複して受けることができない場合がある。
④　それぞれの応募期間や応募資格等の詳細については、掲示板で確認すること。

５．学内の問合せ窓口
学事課

　本学入学前（３月31日）までに、英語検定試験の資格取得を証明する書類を添付し申請した書類に基づき、本学が認定し
た者を資格特待生とする。
⑴　支援内容
　４年間の授業料半額減免
⑵　支援対象
　実用英語技能検定試験（英検）２級以上（またはTOEIC L&RⓇ 500点以上、TOEFL-iBT50点以上、GTEC for 
STUDENTS580点以上）を入学前までに取得した者
⑶　継続審査
　各年次進級時に成績等による適用審査を行う。適用不可となった場合は、次の年次において授業料の免除はしない。た
だし、翌年に限り適用審査を受けて、資格特待生相当の判定があったときは復活できる。

［注意事項］
①　  「修学支援制度」及び、入学金や入学初年度の授業料などが免除になる「特待生・特別特待生」（一般入学試験・センター
試験利用入試で選抜されるもの）と重複して受けることはできない。

②　英語英文学科のグローバル英語コース留学奨学金等留学に係わる奨学金等を重複して受けることはできない。
③　その他、学内の奨学金を重複して受けることができない場合がある。
④　それぞれの応募期間や応募資格等の詳細については、掲示板で確認すること。
学内の問合せ窓口
　学事課

13－⑷　資格特待生制度
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